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内容 

１．原発事故による汚染状況	
 

２．私達の生活に対する影響	
 

３．被ばく線量を知る	
 

  
  
単位について 

	
 １）マイクロ（µ）はミリ（m）の千分の１の単位。1000 µ（マイクロ）=1 m（ミリ） 
	
 ２）ベクレル（Bq）は放射能の量を表す単位 
	
 ３）シーベルト（Sv）は放射線による影響を表す単位 
同じ単位は足し算することができますが、単位が異なると足し算できません。 
 

 

内部被ばくの計算 

⾷食べた量量（kg）×  ⾷食べた回数  ×  ⾷食品中の放射性物質濃度度（Bq/kg）×実効線量量係数（µSv/Bq）     
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 この計算で求めた値は，預託実効線量と言い，20歳以下の子どもは 70歳になるまでに被ば
くする線量，大人は内部被ばくしてから 50年間に被ばくする線量になります。 
 
例）100 Bq/kgのセシウム 137を含むキノコを 8歳の子どもが毎日 50 gずつ５日間食べたとしま
す。この子どもの内部被ばくは次のように計算します。 

0.05  kg  ×   5 回  ×  100  Bq/kg  ×   0.01  =  0.25  µSv（マイクロ  シーベルト）  

この子どもはキノコを食べたことで 70歳になるまでの間に 0.25マイクロシーベルト内部被ばくす
ると計算されます（0.25 µSv = 0.00025 mSv）。 
 
 
外部被ばくの計算 

   追加の空間線量量率率率（µSv/h）=現在の空間線量量率率率（µSv/h）­−  平常時の空間線量量率率率（µSv/h）  

   屋外線量量(µSv/⽇日)  =  追加の空間線量量（µSv/h）×  外にいた時間  

   屋内線量量(µSv/⽇日)  =  追加の空間線量量（µSv/h）×  屋内にいた時間×低減係数  

   年年間外部被ばく線量量(µSv/年年)  =（屋外線量量(µSv/⽇日)＋屋内線量量(µSv/⽇日)）×  365  
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 低減係数： 
	
 	
 木造家屋（1-2階建て）    0.4 
	
 	
 ブロックあるいはレンガ家屋（1-2階建て）  0.2 
	
 	
 3-4階建ての建物の 1-2階   0.05 
	
 	
 多層の上層     0.01 
 
例）周辺が 0.08 µSv/hの空間線量の地域に木造２階建ての家屋で１年間過ごしたときの外部被ばく
線量は，次のように計算されます。（平常時の空間線量を 0.04 µSv/h，１日の平均外出時間を６時
間，屋内で 18 時間過ごすと仮定します。外出時間や屋内滞在時間は皆様の日常に会わせて計算し
てください。実際に測定器を持って屋内で測定された方は，実際の低減係数を用いてください。） 
追加の空間線量量率率率：0.08  -‐‑‒  0.04  =  0.04  µSv/h  
屋外線量量：0.04  µSv/h  ×   6 時間  =  0.24  µSv/⽇日  
屋内線量量：0.04  µSv/h  ×   18 時間  ×  0.4  =  0.288  µSv/⽇日  
年年間外部被ばく線量量：（0.24  +  0.288）×365  =  193  µSv/年年  

一年間で 193マイクロシーベルトの被ばくをすると計算されます。（193 µSV ≒ 0.2 mSv） 
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